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  新潟県福祉保健部高齢福祉保健課長  

 

 

「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型・半固形型栄養剤）に係る 

研修および認定特定行為業務従事者認定証の取扱いについて（通知）」 

に係るQ&Aについて 

 

 日頃から、本県の高齢者保健福祉行政の推進につきまして、格別の御配慮を賜り

厚く御礼申し上げます。 

今般、標記通知に係る取り扱いについて、別添のとおりQ&A集を作成しましたので

送付します。 

 

 

担当：新潟県福祉保健部高齢福祉保健課 

   介護人材確保係 梅川 

電話：025-280-5272（直通） 

F A X：025-280-5229 

ﾒ ｰ ﾙ：ngt040230@pref.niigata.lg.jp 



新潟県高齢福祉保健課
「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型・半固形型栄養剤）に係る研修および認定特定行為業務従事者認定証の取扱いについて（通知）」（令和６年８月２日付け高齢第721号）に係るQ&A

 ※以下Q＆Aにおいては、滴下型栄養剤を「滴下型」、半固形型栄養剤を「半固形型」、標記通知を「県通知」と記載する。

No. 質問 回答 備考

1

介護福祉士実務者研修での医療的ケア及び介護福祉士養成施設における医療的
ケアにおいて、令和６年度までに演習が終了している者が令和７年度以降の実
地研修の申し込みをした場合、「半固形型」の実地研修はどのように取り扱う
のか。
半固形の手技の実施の有無の確認はどのようにしたらよいか。

基本研修・実地研修を問わず、令和７年３月31日以前に喀痰吸引等研修を開始
した者については、令和７年４月１日以降に「半固形型」の基本研修（演習）
を再度受講する必要はない（県通知「２ 令和７年度からの取扱い（３）適用
日について」のとおり）。ただし「半固形型」の実地研修を行うにあたり必要
な手技について、指導看護師から事前に十分指導を受けて実施すること。
なお、令和７年４月１日以降に喀痰吸引等研修を開始する者が「半固形型」の
実地研修の受講を希望する場合は、「滴下型」及び「半固形型」の基本研修
（演習）をいずれも５回以上実施する必要がある。
基本研修（演習）における「半固形型」の手技の実施の有無については、登録
研修機関から基本研修を実施した機関（実務者研修実施機関、養成施設等）に
確認すること。その際、必ずしも基本研修を実施した機関からの書面（修了証
明書等）による確認でなくても良いものとするが、確認内容を記録として残す
こと。なお、受講者等からの申し出（自己申告）のみによる確認では不足であ
る。
基本研修（演習）において「半固形型」を実施していない者が「半固形型」の
実地研修の受講を希望する場合、登録研修機関において「半固形型」の基本研
修（演習）を５回以上実施することが考えられるが、それに伴い、カリキュラ
ムの変更や受講料金の設定等が必要となる場合は、業務規程の変更届出（様式
15「登録研修機関業務規程変更届出書」）を行うこと。

R6.11月
追加

2

県通知「２ 令和７年度からの取扱い（１）基本研修（演習）・実地研修につ
いて ③「滴下型」での実地研修終了後、「半固形型」の研修を実施した場合
は、いずれの栄養剤も取扱うことができる。」と記載があるが、この「「半固
形型」の研修」とは半固形型の栄養を行っている利用者を対象とした実地研修
を指すか。

お見込みのとおり。
「半固形型」の実地研修を指す。

R6.11月
追加



新潟県高齢福祉保健課
「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型・半固形型栄養剤）に係る研修および認定特定行為業務従事者認定証の取扱いについて（通知）」（令和６年８月２日付け高齢第721号）に係るQ&A

 ※以下Q＆Aにおいては、滴下型栄養剤を「滴下型」、半固形型栄養剤を「半固形型」、標記通知を「県通知」と記載する。

No. 質問 回答 備考

3

所属の事業所や利用者の栄養方法の状況に関わらず、全ての受講生に対して
「滴下型」及び「半固形型」両手技の研修を実施する必要があるか。例えば
「滴下型」の栄養方法の利用者しかいない場合、「滴下型」のみの実施でも良
いか。

様々な型の栄養剤に対応するという観点から両手技を実施することが望ましい
が、登録研修機関において対応できる範囲で決定して構わない。
ただし、いずれの場合であっても、受講する基本研修（演習）及び実地研修の
手技によって実施できる行為に差があることを受講者に十分に周知すること。

R6.11月
追加

4

県通知「２ 令和７年度からの取扱い（１）基本研修（演習）・実地研修につ
いて④「滴下型」と「半固形型」の手技を合わせて実施する場合は、下記取扱
いとする。
・実地研修：「滴下型」を10回以上実施後、「半固形型」を実施し、合わせて
20回以上とする。」
とあるが、この場合、「半固形型」の実施回数は問わないか。

お見込みのとおり。
ただし国事務連絡「喀痰吸引等業務の施行等に係るQ＆Aについて（その２）」
において「半固形の栄養剤を実施する場合には、通常の講義・演習・実地研修
に加え、別途十分な講義・演習・実地研修を実施し、安全性の検討後行うこと
が必要」とされていることから、複数回の実施が望ましい。

R6.11月
追加


